
石油化学工業協会 

 ２０２５年１０月実績概要（メモ）  
（２０２５．１１．２０） 

原料エチレン等の増産に沿い、総じて、誘導品類の生産でも伸長がみられる。 

 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ４５２，３００トン  
 前 月  比   ＋５．１％（＋２１，８００トン） 
 前年同月比   ＋９．１％（＋３７，９００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月７７．５％* → 当月７６．２％ ← 前年同月７７．４％ 

定修プラント：前月 なし → 当月 なし  ← 前年同月 １社１プラント 

２０２５年１～１０月累計生産量 ４，２３０．９千㌧ 前年同期比 ＋３．５% 

 

ロ）主な石油化学製品 

前月比は、日数の増加とともに定修規模差等もあり、LDPE、PP、塩ビ樹脂、EO、EG、SBR、キシ
レンなどの１１品目がプラス。PS、MMA モノマー、BR などの６品目はマイナスとなった。 

前年比では、定修規模差や稼働率要因等から、LDPE、PP、PS、SM、塩ビモノマー、EG、SBR な
どの１３品目がプラス。HDPE、MMA モノマー、トルエンなどの４品目はマイナスとなった。 

 
２．樹脂の生産・出荷状況（LDPE、HDPE、PP、PS） 

イ）生  産 

前月比は、日数増加とともに稼働率要因も加わり、LDPE、HDPE、PP の３樹脂はプラスとなった。
PS は定修規模差からマイナスとなった。 

前年比は、LDPE、PP、PS は定修規模差を主因としてプラス、HDPE は定修規模差からマイナスと
なった。 

ロ）国内出荷 

消費のマインドは、暮らし向きの面を中心に前月に対して持ち直しが見られている。国内の生産活動
は、夏場にやや弱含む時期も見られたが、９月時点で増加に転じ、１０月の予測でも電子部品・ディ
バイス関連のほか輸送機械等で増加が見込まれ、生産のマインドとしても強気の見方が多くなって
いる。 

汎用樹脂の出荷は、前月比は、ユーザー側の稼働日数の増加影響もあり、LDPE、PP、PS 等の４樹
脂揃ってプラスとなった。前年比では、HDPE のみはマイナスだが、他の３樹脂はプラスとなった。 

分野別の出荷状況では、フィルム等の包装材分野では、LDPE、PSは前年を上回る出荷となったが、
HDPE、PP は前年割れとなった。包材以外の出荷分野では、LDPE の加工紙分野、HDPE の中空成
形分野、PP の射出成形分野が前年の出荷を上回った。PS は包材分野の増加に加えて電機・工業用
分野、雑貨・産業用分野、FS用ともに前年を上回る出荷となった。 

ハ）輸    出 

アジア諸国の連休明け後も供給の潤沢感がまさり、市場は様子見の状態が続いている。このため、輸
出は、前月比で LDPE、PP はプラスとなったが、HDPE、PS はマイナス。前年比では、前月に続
いて LDPE、HDPE、PP、PSの４樹脂ともにマイナスが継続している。 

ニ）在    庫 

在庫量は、前月に対して、LDPE、HDPE、PP は増加、PS のみは減少した。在庫率(季節調整済）
は、LDPE は横這い、HDPE、PP は僅かながらの上昇。PSは低下した。在庫水準としては、LDPE

は高め、HDPE は極めて高めが継続、PP、PSはほぼ適正範囲に留まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

前月からの修正を*で付記 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 ＋ ３．３ ％   －  
 定修要因等 ＋ ３．６ ％ ＋１０．９ ％    
 能力増減 －       －  
 稼働率変動  ▲ １．８ ％ ▲  １．８ ％  

 生産増減率 ＋ ５．１ ％ ＋ ９．１ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 

９月末 １０月末 

LDPE ＋ ６，４００ ３．５ ３．５ 
HDPE ＋ ３，８００ ３．９ ４．０ 
P   P ＋ 1８，２００ ３．０ ３．１ 
P   S    ▲ ５，４００ ２．１ １．９ 


